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こ
の
原
因
と
し
て
は
種
々
の
視
点
か
ら
批
評
し
得
よ
う
が
本
学
の
学
生
が
従
来

　
か
ら
法
律
を
極
度
に
嫌
ふ
傾
向
と
又
卒
業
生
が
法
律
的
知
識
の
な
い
点
で
非
難

　
を
受
け
る
欠
点
を
一
応
如
実
に
物
語
る
も
の
と
患
は
れ
、
又
一
方
法
律
学
方
面

．
の
試
験
が
多
く
の
意
味
で
重
荷
で
あ
る
等
の
性
質
む
可
成
り
に
影
響
し
て
ゐ
る

　
も
の
と
愚
は
れ
、
本
学
の
将
来
に
対
し
て
問
題
を
投
じ
て
ゐ
る
、
又
一
般
に
学

　
生
の
多
数
が
経
済
学
科
を
希
望
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
商
業
学
科
が
半
数
以
上
占

　
め
る
原
因
に
つ
い
て
も
各
方
面
か
ら
批
判
し
得
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
な
ほ
科
目

　
中
二
学
年
の
選
択
者
数
が
比
較
的
多
い
科
目
は
外
国
為
替
、
取
引
所
、
鉄
道
、
商

品
、
世
界
経
済
論
、
商
業
政
策
、
農
業
政
策
、
原
価
計
算
、
景
気
変
動
論
、
社
会

政
策
、
経
済
地
理
特
殊
問
題
、
民
法
特
別
講
義
等
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
二
一
号
（
昭
和
十
一
年
一
月
一
日
）

②
学
生
の
動
揺
遂
に
極
点

　
累
卵
の
学
園
を
救
ふ
は
唯
、
学
長
信
頼
の

　
全
学
の
総
意
を
受
け
級
委
員
会
活
躍

　
行
懸
り
を
捨
て
更
生
へ

一
途

二
月
事
件
勃
発
後
直
ち
に
一
橋
会
理
事
、
三
科
理
事
は
ク
ラ
ス
代
表
委
員
会
を
開

き
学
長
の
紛
争
解
決
方
針
を
信
頼
し
静
観
を
続
け
る
旨
の
声
明
書
を
発
表
し
監
視

の
状
態
を
つ
寸
け
て
ゐ
た
が
遂
に
新
学
年
を
迎
へ
る
四
月
に
入
る
も
何
等
解
決
の

曙
光
さ
へ
も
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
学
生
間
に
も
焦
燥
の
色
深
く
こ
の
事
態
を
憂

慮
し
た
一
橋
会
理
事
は
学
生
を
代
表
し
去
月
十
一
日
関
西
遊
説
後
帰
京
の
途
路
に

あ
る
平
生
文
相
を
熱
海
の
別
邸
に
訪
れ
別
記
の
如
き
嘆
願
書
を
手
交
し
、
他
方
面

よ
り
の
容
啄
を
一
切
排
除
し
て
文
相
、
学
長
問
に
お
い
て
学
園
更
生
の
打
開
策
を

打
建
て
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
請
し
、
ク
ラ
ス
委
員
会
に
報
告
又
翌
々
十
三
日
官
邸
に

お
い
て
文
相
に
面
会
、
前
回
懇
請
の
結
果
報
告
を
行
つ
た
ク
ラ
ス
委
員
会
の
模
様

を
伝
へ
、
一
刻
も
早
く
解
決
せ
ら
る
、
こ
と
を
懇
望
し
辞
去
し
た
。
こ
の
間
理
事

間
で
は
学
長
お
よ
び
先
輩
如
水
会
員
に
解
決
進
捗
の
要
請
を
行
ひ
努
カ
を
続
け
て

来
た
が
去
月
二
十
九
日
学
長
は
四
月
上
旬
解
決
案
な
る
も
の
を
文
部
当
局
に
堤
出

し
解
決
の
鍵
は
既
に
文
相
の
手
中
に
あ
る
事
が
伝
へ
ら
れ
、
こ
れ
以
上
遷
延
し
て

所
請
原
案
な
る
も
の
が
当
局
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ざ
る
場
合
は
三
浦
学
長
の
進
退

問
題
と
も
な
り
引
い
て
は
学
内
に
学
長
を
求
め
得
ぬ
今
日
一
橋
学
園
の
危
機
と
も

な
る
事
を
恐
れ
、
俄
然
事
態
は
悪
転
し
、
学
生
側
で
は
学
外
よ
り
学
長
を
選
出
す

る
が
如
き
最
悪
の
場
合
を
予
測
し
て
去
月
三
十
日
九
月
事
件
当
時
同
様
三
科
統
制

部
、
交
渉
部
を
設
け
ク
ラ
ス
委
員
会
を
確
立
し
統
制
部
会
、
委
員
会
を
連
日
開
催

し
、
学
長
絶
対
支
持
の
声
明
を
発
表
し
た
。

一
方
学
生
間
で
は
十
四
教
授
が
全
学
園
の
信
頼
せ
る
三
浦
学
長
の
不
信
任
行
為
を

行
ひ
学
園
の
平
和
を
撹
乱
し
、
鼎
の
軽
重
を
問
は
る
、
事
態
に
至
ら
し
め
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
途
の
如
何
を
問
は
ず
、
辞
表
を
撤
回
し
そ
の
装
置
を
学
長

に
一
任
す
る
ま
で
十
四
教
授
の
講
義
に
不
出
席
せ
ん
と
の
意
向
高
ま
り
、
専
門
部

で
は
全
生
徒
一
致
し
不
出
席
を
断
行
、
本
科
に
て
も
各
人
自
由
意
志
に
よ
る
ポ
イ

コ
ッ
ト
を
申
合
は
せ
事
態
は
日
を
追
つ
て
悪
化
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
た
め
去
る

一
日
よ
り
交
渉
部
で
は
文
部
当
局
、
各
有
力
先
輩
を
訪
問
し
解
決
促
進
を
行
ひ
、

尚
今
日
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
全
学
生
の
希
望
の
所
在
を
明
か
に
す
る
た
め
、
三

日
午
前
九
時
よ
り
如
水
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
三
科
統
制
部
会
に
お
い
て
、

明
四
日
午
後
三
時
半
よ
り
掌
生
大
会
を
開
き
学
長
絶
対
支
持
を
学
生
の
総
意
に
お

い
て
表
明
せ
ん
と
す
る
に
至
つ
た
。
同
大
会
の
開
催
は
今
日
ま
で
幾
度
か
大
会
開

催
の
機
運
に
あ
り
乍
ら
静
観
を
続
け
自
重
し
て
来
た
が
現
在
で
は
す
で
に
学
生
の
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総
会
を
明
瞭
に
す
る
必
要
あ
り
万
難
を
排
し
て
決
行
す
る
も
の
と
な
つ
た
訳
で

あ
る
。

か
く
て
四
日
統
制
部
で
は
大
会
を
前
に
九
月
以
来
の
学
内
事
件
の
推
移
と
学
生
連

動
の
主
旨
を
明
か
に
し
九
月
事
件
と
二
月
事
件
と
は
全
く
そ
の
性
質
に
お
い
て
異

り
、
九
月
事
件
は
全
学
園
あ
げ
て
負
ふ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
事
態
に
お
い

て
学
長
案
の
採
択
せ
ら
れ
ざ
る
場
合
は
一
橋
は
累
卵
の
危
機
に
瀕
す
る
旨
の
激
文

を
配
布
し
、
学
生
の
猛
省
を
う
な
が
し
一
方
学
生
大
会
は
三
浦
学
長
の
懇
望
制
止

に
よ
り
中
止
し
、
学
生
大
会
を
中
止
す
る
に
至
つ
た
経
過
報
告
会
に
変
え
同
日
午

後
四
時
よ
り
兼
松
講
堂
に
て
、
三
科
一
千
五
百
名
の
学
生
参
集
の
も
と
に
開
催
し

た
。
経
過
報
告
後
約
三
十
名
近
く
の
学
生
が
異
議
を
と
な
へ
、
故
意
に
議
場
を
撹

乱
せ
ん
と
す
る
如
き
観
を
呈
し
た
が
制
止
さ
れ
遂
に
退
場
す
る
に
至
つ
た
が
、
そ

の
後
議
場
に
残
る
干
五
百
の
学
生
は
静
粛
に
議
事
を
進
め
三
浦
学
長
絶
対
支
持
を

披
歴
し
た
が
、
少
数
学
生
退
場
を
遇
然
見
聞
し
た
三
浦
学
長
は
急
擦
会
場
に
来
り

解
散
を
命
令
し
た
、
め
統
制
部
は
立
つ
て
「
三
浦
学
長
の
意
途
の
如
何
を
問
は
ず

我
等
学
長
を
信
頼
せ
る
全
学
生
は
三
浦
学
長
の
懲
頼
を
容
れ
こ
、
に
経
過
報
告
会

を
終
了
す
」
と
宜
言
し
解
散
、
直
ち
に
全
学
生
の
名
に
お
い
て
一
部
少
数
学
生
の

態
度
を
遺
憾
と
し
今
後
絶
対
に
か
、
る
挙
動
な
き
こ
と
を
望
み
併
せ
て
全
学
生
学

長
支
持
の
明
瞭
に
な
つ
た
事
を
声
明
す
る
に
至
つ
た
。

一
方
専
門
部
三
年
は
野
外
教
練
の
た
め
出
席
出
来
な
か
つ
た
が
富
士
裾
野
に
お
い

て
三
学
年
全
員
の
名
を
以
て
学
長
支
持
の
決
議
を
行
ひ
、
又
万
一
学
外
よ
り
学
長

を
選
び
六
十
年
の
伝
統
の
破
壊
さ
れ
る
事
は
学
園
に
止
ま
る
を
潔
と
せ
ず
退
学
の

意
志
を
も
明
瞭
に
し
学
内
に
呼
応
し
て
総
意
を
明
か
に
し
た
。

か
く
て
五
、
六
七
連
日
三
科
統
制
部
会
、
ク
ラ
ス
委
員
会
を
開
き
各
方
面
に
急
迫

せ
る
事
態
の
陳
情
を
行
ひ
、
九
日
別
項
決
定
を
以
て
ク
ラ
ス
委
員
会
に
お
い
て
左

の
如
く
決
議
を
行
ひ
今
後
従
来
の
行
き
が
か
り
を
一
掃
し
て
全
学
教
授
学
生
先
輩

一
致
し
て
三
浦
学
長
の
下
に
復
興
に
適
進
し
、
こ
の
努
力
を
惜
ま
ざ
る
も
の
は
従

前
の
行
為
を
問
は
ず
受
入
れ
平
和
な
る
学
園
に
せ
ん
と
の
希
望
を
披
歴
し
残
る
十

一
教
授
の
行
動
の
決
定
す
る
ま
で
静
観
を
続
け
る
こ
と
、
な
つ
た
。

　
　
声
　
　
　
明

本
日
こ
、
に
三
浦
学
長
案
が
決
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
既
に
学
長
支
持
以
外
問

題
解
決
へ
の
途
な
し
と
信
じ
来
つ
た
我
々
は
真
に
全
学
一
心
同
体
と
な
つ
て
人
格

清
朗
た
る
学
長
治
下
に
研
讃
修
徳
を
励
ん
で
一
橋
学
園
更
生
に
精
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
今
後
自
戒
自
警
互
に
小
我
を
捨
て
、
学
内
の
矛
盾
衝
突
を

　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
明
）

絶
対
に
排
除
し
、
一
橋
の
合
口
造
能
力
を
統
一
し
て
日
本
文
化
確
立
の
時
運
に
寄

与
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
次
第
で
す
。

昭
和
十
一
年
五
月
九
日

　
　
統
制
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
二
八
号
（
昭
和
十
一
年
五
月
十
一
日
）

③
郊
外
移
転
も
空
し
漸
増
す
る
退
学
者

　
休
学
者
総
計
三
百
五
十
名
に
上
る

　
開
設
以
来
の
予
科
健
康
調
査

学
生
生
活
を
脅
す
呼
吸
器
系
お
よ
び
神
経
系
統
諸
病
の
撲
滅
に
つ
い
て
は
各
機
関

挙
げ
て
そ
の
対
策
に
腐
心
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
依
然
そ
の
攻
勢
は
衰
へ
ず
別

表
の
如
き
寒
心
す
べ
き
状
況
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
程
予
科
事
務
室
で
は
大
正

±
二
年
予
科
石
神
井
移
転
後
十
二
年
間
の
予
科
休
学
生
徒
数
お
よ
び
休
学
事
由
に

つ
い
て
発
表
し
た
。
同
表
を
見
れ
ば
大
正
十
二
年
大
震
災
を
期
と
し
て
健
廉
改
善




